
観光を取り巻く現状について

２ 訪日・訪都外国人旅行者数の推移

 2020年の訪日外国人旅行者数は、前年比87％減の約412万人。訪都外国人旅行者数も、

大幅な減少が見込まれる。

出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ）

「東京都観光客数等実態調査」（東京都）

資料５

飲食業

小売業

宿泊業

運輸業

通訳･翻訳業旅行業

生産波及効果 11兆8,406億円
※うち外国人によるもの 2兆4,889億円

出典：「東京都観光客数等実態調査」（東京都）

その他産業

レジャー産業

１ 都内観光消費額と経済波及効果

 2019年の都内観光消費額は6兆円を超え、生産波及効果は約11兆8千億円。雇用効果は

約98万9千人。観光産業は、幅広い産業に経済面の波及効果と雇用を生み出す。

都内観光消費額 6兆401億円
※うち外国人によるもの 1兆2,645億円

交通費 その他

飲食費 娯楽サービス費

宿泊費

買い物代

雇用効果 98万8,946人
※うち外国人によるもの 23万4,605人
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※2020年の訪都外国人旅行者数は現在集計中



３ 日本人宿泊数

 日本人宿泊数は、コロナウイルスの感染拡大により急減

 Go To トラベルの実施等により、都内でも2020年10月から12月は250万人泊を超えた。

４ 都内の宿泊需給の状況

 2020年の都内の延べ宿泊者数は、前年比62％減の約3千万人泊。外国人延べ宿泊者数

も85％減の約440万人泊

 都内宿泊施設の平均客室稼働率は、35％まで減少
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60

52

［都内宿泊施設の延べ宿泊者数推移］

注：2020年は速報値

出典：「宿泊旅行統計調査」（観光庁）

注：2020年は速報値

出典：「宿泊旅行統計調査」（観光庁）

7/22 東京を除きGo 
To トラベル事業開始

10/1 Go To トラベル東京追加
10/23 都内観光促進事業開始

出典：「宿泊旅行統計調査」（観光庁）

国内でのコロナウイルス
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５ 観光による消費額の推移

［外国人旅行者の消費額推移］

 2020年の訪日外国人旅行者消費額は、前年比85％減の約7千5百億円。国内日本人旅行

者消費額は、56％減の約9兆9千億円

 同年の訪都旅行者消費額も、大幅な減少が見込まれる。

注：2020年は試算値

出典：「訪日外国人消費動向調査」（観光庁）、

「東京都観光客数等実態調査」（東京都）

注：2020年は速報値

出典：「旅行・観光消費動向調査」（観光庁）、

「東京都観光客数等実態調査」（東京都）

［日本人旅行者の消費額推移］

６ 観光関連事業者の新たな取組

 厳しい状況下において、観光関連事業者は、安全安心志向の高まりや働き方の変化、デ

ジタル化等の社会変化を捉え、感染防止対策や新たなサービスを展開

（社会変化）

〇安全・安心は基礎的なインフラに

〇働き方の変化

〇デジタル化の加速

（新たな取組例）

〇感染防止のための取組の徹底
入場者のマスク着用の徹底、施設内の定期的な換気、
アクリル板等による遮蔽、宿泊施設における非接触型
サービスの導入

〇宿泊施設におけるテレワークプランの実施

〇旅行業者等によるオンラインツアーの実施

など



TTAオフライン取扱高

52,703億円(63.7%)

TTAオンライン販売額

7,545億円(9.1%)

OTA取扱高
22,432億円
(27.1%)

2017年度

８ 旅行業者のオンライン販売

 国内旅行会社によるオンラインの総取扱高（OTAとTTAオンラインの合計）及び販売

比率は増加傾向にある。オンラインでの旅行商品の取引は世界的にも増加

出典：「日本のオンライン旅行市場調査第4版」
（フォーカスライトJapan）

※1.TTA:トラディショナル・トラベル・エージェント
※2.OTA:オンライン・トラベル・エージェント

TTAオフライン取扱高

54,645億円(69.8%)

TTAオンライン販売額

7,114億円(9.1%)

OTA取扱高
16,497億円
(21.1%)

2015年度オンラインの販売比率

30.2％

７ 訪日旅行の情報収集手段

 ICTの発展により、訪日旅行前及び旅行中において、インターネットによる情報発信・情報

収集が定着
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出典：(財）日本交通公社・政策投資銀行調査(2019年）
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９ 国際旅行者の回復時期の見通し

 ＵＮＷＴＯによると、国際旅行者の回復時期は、2023年６月～2024年末となる見込み
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［国際旅行者の回復時期の予測］（百万人）

シナリオ１

シナリオ２

シナリオ３

出典：国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）

10 コロナ終息後の訪日旅行

 日本への訪問意向は、アジア・欧米豪のいずれの地域においても高い

 特に、日本の衛生面への配慮、清潔さなどに期待が寄せられている

出典：(財）日本交通公社・政策投資銀行調査(2020年8月）

［コロナ終息後に旅行したい国・地域］
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出典：(財）日本交通公社・政策投資銀行調査(2020年8月）
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2019 2020   2021 2022 2023  2024 2025~

11 訪都外国人の満足度

 2019年調査では、全ての調査項目において満足度が上昇している。外国語対応能力につ

いて約5割であるが、英語圏においては高い満足度を得ている（米国70.6％など）。
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出典：「国・地域別外国人旅行者行動特性調査」（東京都）

12 国際会議の開催件数の推移

 国際会議のシェアはアジアで拡大。東京は都市別で世界６位、アジアで３位

 直近の多くは中止や延期を余儀なくされたものの、数年後の開催となるMICEは依然

として誘致競争が継続。オンラインを活用したMICE開催も広がりつつある。

11,503 11,519 

10,258 10,000 
10,696 

11,780 11,864 

10,526 10,354 
11,035 

13,144 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

アジア

南北アメリカ

ヨーロッパ

オセアニア

アフリカ

22％

35％

［世界の国際会議市場］
（件） （件）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ブリュッセル

963

ソウル 609

パリ 405

東京 305

シンガポール

1205

［都市別の国際会議開催件数］

出典：「国際会議統計」（日本政府観光局） 出典：「国際会議統計」（日本政府観光局）

ウィーン 325


